
大田区コミュニティサイクル事業について 
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1 事業実施の背景 

コミュニティサイクル事業は、平成 23 年 3 月に策定した「大田区自転車等総合利用基本計画」に位置付けられ、27

年度に導入基礎調査を行い、その結果をもとに導入施策を検討し、29 年 3 月から 3 年間の試行事業を実施しました。試

行事業の最終年度となる R 元年度は、事業効果等を検証し、今後の方針についてまとめました。今後は、検証期間を新た

に設けて、本格実施へ移行するか否か総合的に判断してまいります。 

・利用者アンケート … 満足度：約 73％、今後の利用継続：約 96％ 

          … 交通手段の選択肢の増加や所要時間の短縮にもなった 

 

2 サイクルポート設置場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 実績報告について（Ｈ29度 ⇒ R 元度） 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

    

 

  

 

 

 

 

  

 

 

(回) 

76 ポート 有人窓口５か所 

（令和２年3 月時点） 

平成 30年度 

66 ポート 300 台に展開 

 

平成 29年度 

42 ポート 300 台に展開 

 

平成 28年度 

7 ポート 100台で開始 

令和元年度 

76 ポート 300 台に展開 
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  ・・・Ｈ29    ・・・Ｈ30    ・・・R1 

(回) 

利用回数（単月） 

登録者数（累計） 

新たな移動手段のひとつ 

として期待できる 
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